
第３期評価一覧表

NO
R2

評価
R3

評価

R4
評価
素案

R5
評価

各年度評価
の状況

第2期
評価

第3期
病院機構
自己評価

第3期
県評価
（素案）

1 Ｓ Ｓ Ｓ

2 Ｓ Ｓ Ｓ

3 Ｓ Ｓ Ｓ

4 Ａ Ａ Ａ

5 Ａ Ａ Ａ

6 Ａ Ａ Ａ

7 Ｓ Ｓ Ｓ

8 Ｓ Ｓ Ｓ

9 Ｓ Ｓ Ｓ

10 Ａ Ａ Ｓ

11 Ａ Ａ Ａ

12 Ａ Ａ Ａ

13 Ａ Ａ Ａ

14 Ａ Ａ Ａ

15 Ｓ Ｓ Ｓ

16 Ｓ Ｓ Ｓ

17 Ａ Ａ Ａ

18 Ｓ Ｓ Ｓ

19 Ｂ Ｂ Ｂ

20 Ａ Ａ Ａ

21 Ａ Ｓ Ｓ

22 Ａ Ａ Ａ

23 Ａ Ａ Ａ

　２　医療に関する調査及び研究 24 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ： 3→100％ Ｓ Ｓ Ｓ

（１）医療従事者の研修の充実 25 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ： 3→100％ Ａ Ｓ Ｓ

（２）職場環境の整備 26 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ： 3→100％ Ａ Ｓ Ｓ

27 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ： 3→100％ Ｓ Ｓ Ｓ

（２）地域の医師不足の解消に対する支援 28 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ： 3→100％ Ｂ Ｂ Ｂ

（３）県内の医療水準の向上 29 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ： 3→100％ Ｂ Ｂ Ｂ

（４）地域社会への協力 30 Ａ Ａ Ａ Ａ： 3→100％ Ａ Ａ Ａ

　５　災害時における医療救護 31 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ： 3→100％ Ａ Ｓ Ｓ

　１　医療環境の変化に対応できる運営体制の構築 32 Ａ Ａ Ａ Ａ： 3→100％ Ａ Ａ Ａ

33 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ： 3→100％ Ｓ Ｓ Ｓ

Ａ

　３　事務部門の専門性の向上 34 Ａ Ａ Ａ Ａ： 3→100％ Ａ Ａ Ａ

　４　職員の経営参画意識の向上 35 Ａ Ａ Ａ Ａ： 3→100％ Ａ Ａ Ａ

36 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ： 3→100％ Ｓ Ｓ Ｓ

　１　保健医療行政への協力 37 Ｓ Ｓ Ｓ

　２　法令・社会規範の遵守 38 Ｂ Ｂ Ｂ

　３　積極的な情報公開 39 Ｂ Ｂ Ａ

　４　業務運営並びに財務及び会計に関する規則で定める事項 40 Ａ Ａ Ａ

S 17 18 19 0 6 9 9
A 18 17 17 0 9 6 6
B 5 5 4 0 3 2 2
C 0 0 0 0 0 0 0
D 0 0 0 0 0 0 0

　②　医療倫理の確立

　①　医療安全・感染症対策の推進

県
民
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

　４　医療に
関する地域
への支援

予算、収支計画及び資金計画、短期借入金の限度額

そ
の
他
業
務
運

営
に
関
す
る
事

項

Ｓ： 3→ 25％ 
Ａ： 4→ 33％
Ｂ： 5→ 42％

計：12

Ｂ
Ａ Ａ

３ 医療に関
する技術者
の育成 、確
保及び定着

（１）地域医療機関等との協力体制の強化

業
務
運
営
の
改
善
及
び

効
率
化
に
関
す
る
目
標

を
達
成
す
る
た
め
と
る

べ
き
措
置

　２　経営基盤を安定化するための収入の確保、
　 費用の節減

（効率的な業務運営の実現）No.33に統合

Ｓ： 5→ 28％ 
Ａ：10→ 55％
Ｂ： 3→ 17％

計：18

Ａ Ａ Ａ

Ｓ： 6→ 67％
Ａ： 3→ 33％

計： 9
Ｓ Ｓ Ｓ　②　質の高い看護の提供

　③　病院施設の修繕、医療機器等の整
備

　ウ　心神喪失者等医療観察法に基づ
　　く医療

　エ　重度・慢性入院患者への医療

　オ　重症通院患者への医療

　カ　依存症患者への医療

　キ　認知症患者への医療

Ｓ
Ｓ：19→ 45％
Ａ：23→ 55％

計：42
Ｓ Ｓ

　イ　総合周産期母子医療

　ウ　がん医療

　エ　循環器病医療

　オ　難病（特定疾患）医療

　カ　エイズ医療

中期計画の項目

１
　
医
療
の
提
供

（
１

）
政
策
医
療
の
提
供

①
　
県
立
中
央
病
院

　ア　救命救急医療

　キ　感染症医療

②
　
県
立
北
病
院

　ア　精神科救急・急性期医療

　イ　児童思春期精神科医療

（
２

）
質
の
高

い
医
療
の
提
供

　①　医療の標準化と最適な医療の提供

　③　患者・家族との信頼・協力関係の構築

　④　医薬品の安心、安全な提供

　⑤　患者サービスの向上

　⑥　診療情報の適切な管理

（
３

）
県
民
に
信
頼
さ
れ

る
医
療
の
提
供

資料２－1

・・・第2期県評価と第3期県評価が異なる箇所


